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子会社の異動を伴う株式取得（子会社化）に関するお知らせ

当社は、平成 26 年 2 月 28 日付で開示いたしました「菊川株式会社との株式譲渡契約締結に関するお知らせ」のと

おり、菊川株式会社（ただし、現商号：株式会社ヒシノ。以下、「旧菊川」という）との株式譲渡契約について、会社

分割の方法により旧菊川の酒造事業を承継する分割承継会社、株式会社菊川（ただし、現商号：菊川株式会社。以下、

「新菊川」という）の全株式を取得し子会社化することといたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記

1. 株式取得の理由

旧菊川は、明治 4 年(1871 年)に創業して以来、岐阜や灘の蔵元として酒造りを行い、岐阜県各務原市に本社を持つ

酒造メーカーとして清酒や焼酎、みりん、醸造アルコール等の製造及び販売を行ってまいりました。

当社グループは「6 次産業『真』の製販一体」というグループ目標を達成するため、積極的なM＆Aを行い、経営

基盤の強化に取り組んでまいりました。国内外のグループ工場から、より高品質なオリジナル商品をベストプライス

で提供することにより、業績の向上を図っております。

この度、会社分割の方法により旧菊川の酒造事業を承継する分割承継会社、新菊川の全株式を引き受け、生産した

日本酒などを全国の業務スーパー及びグループ内の外食事業に販売する予定でございます。今後も「6 次産業『真』

の製販一体」というグループ目標を達成するため、当社グループの更なる業績の拡大と、それに伴う企業価値の向上

を実現してまいります。

2. 異動する子会社（新菊川）の概要

(1) 商号 菊川株式会社（旧商号：株式会社菊川）※平成 26 年 4月 30 日付で商号変更

(2) 代表者の役職氏名 代表取締役 石原 正之

(3) 本店所在地 岐阜県各務原市鵜沼西町 1丁目 543 番地

(4) 設立年月日 平成 26年 1 月 6日

(5) 主な事業内容 酒類の製造及び販売等

(6) 資本金の額 9 百万円

(7) 大株主及び持株比率 株式会社 神戸物産 100%

(8) 当社との関係

資本関係 当社の 100%子会社であります

人的関係 従業員の兼任あり

取引関係 主に当社との取引を予定しております

(9) 最近 3 年間の

  経営成績及び財政状態

新菊川は旧菊川の酒造事業を承継する受皿会社として、平成 26年 1 月 6日に設立

された会社であり、会社分割前は事業活動を行っておらず、確定した事業年度もあ

りません



3. 株式取得の相手先の概要

(1) 商号 株式会社ヒシノ（旧商号：菊川株式会社）※平成 26 年 4月 30 日付で商号変更

(2) 代表者の役職氏名 代表取締役社長 金森 義信

(3) 本店所在地 岐阜県各務原市鵜沼西町 1丁目 543 番地

(4) 設立年月日 昭和 16 年 3 月 29 日

(5) 主な事業内容 酒類の製造及び販売等

(6) 資本金の額 84 百万円

(7)  純資産 ▲375 百万円

(8)  総資産 659 百万円

(9) 大株主及び持株比率

金森 義信               41.9%
株式会社大垣共立銀行     5.0%
その他                  53.1%

(10) 当社との関係

資本関係 該当事項はありません

人的関係 該当事項はありません

取引関係 株式譲渡契約を締結しております

関連当事者への該当状況 該当事項はありません

4. 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況

(1) 異動前の所有株式数

0 株

( 議決権の数 ： 0個)
( 議決権所有割合 ： 0％)

(2) 取得株式数
2 株

( 議決権の数 ： 2個)
(3) 取得価額 50 百万円

(4) 異動後の所有株式数

2 株

( 議決権の数 ： 2個)
( 議決権所有割合 ： 100％)

5. 日程

(1) 吸収分割の効力発生日            平成 26年 4 月 30 日

(2) 株式取得日                         平成 26年 4 月 30 日

6. 今後の見通し

当該株式取得に伴い、会社分割の方法により旧菊川の酒造事業を承継する新菊川は子会社となる予定ですが、当社

の平成 26年 10 月期の業績に与える影響は軽微なものと予想しております。

以 上


